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はじめに
　竹下病院は人口33万人の高知市中
心部の「はりまや橋」すぐ近くにあ
るベッド数85床の病院です．高度急
性期病院の後方病院としての機能
と，人工透析，消化器外科，婦人科，
リウマチ科などの専門科を中心に，
地域に密着した初診から終末期まで
の切れ目のない医療の提供を行って
います．
沿　　革
昭和22年　初代院長竹下篤夫により
竹下外科病院として創立
昭和48年　現在地の高知市本町に
110床の病院本館として
改築
昭和58年　 2代目院長に竹下篤範就
任，病床数85床で継承
昭和60年　人工透析を導入（15床）
昭和62年　泌尿器科開設
平成元年　内科開設
平成 4年　医療法人（社団）竹下会
竹下病院に改組
平成 6年　南館増築
平成 7年　本館改築，改装，透析室
30床に増床
平成15年　日本医療機能評価機構認
定病院に認定
平成20年　婦人科開設
平成21年　 3 代目院長に原郁夫就
任，リウマチ科開設
平成23年　特定医療法人竹下会竹下
病院に改組
平成28年　隣接地である与力町にて
病院改築起工
　現在は一般病床53床（含，地域包
括ケア病床 9床），障害者施設等32床
（入院基本料10： 1 ）．診療科は高知
大学の協力も得て，循環器科，腎臓
内科，整形外科の専門外来も開設し
ています．
病院の理念と基本方針
病院理念
1．和と愛
　医の倫理を順守し，人間愛，地
域愛を育み和をもって尊しとなす．
2．安全安心
　安全で安心な医療，看護を提供
します．
3．社会貢献
　健康，福祉，介護にもよりいっ
そう尽力します．
基本方針
1．医療・看護に更なる努力を図り
ます．
2．透析医療を通じ各科の連携を深
め，トータルで病める人々の在宅
を含めたケアを推進します．
3．当院の急性期，障害者病床をフ
ルに活用し，地域に開かれた病院
として連携医療機関との密なる関
係をさらに発展させます．
4．前方・後方機能のため，病々・
病診連携を拡げる努力を行います．
5．介護関連施設との連携促進の強
化を行います．
概　　要
職員数
常勤医師： 4名
非常勤医師数：37名
職員総数：132名
 （看護職員　84名）
常勤医師紹介
竹下篤範（理事長）
　昭和40年日本医科大学医学部卒
業．岡山大学第 1外科入局．専門
は消化器外科であるが，訪問診療
にも力を入れています．
森下　一（名誉院長）
　昭和40年徳島大学医学部卒業．
高知市民病院，国立病院機構高知
病院の院長を経て，平成20年より
当院勤務．専門は産婦人科．精力
的に手術を行っています．
原　郁夫（院長）
　昭和48年信州大学医学部卒業．
岡山大学第 3内科入局．平成21年
より院長．専門はリウマチ科で透
析医療にも従事しています．
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入口弘英（血液浄化部長）
　平成 2年徳島大学医学部卒業．
泌尿器科専門医であり，血液透析，
ブラッドアクセスの作成，管理も
行っています．
現　　況
　当院は高度急性期病院の後方支援
病院の立ち位置にあるため，近隣の
急性期病院である近森病院，高知赤
十字病院，高知医療センターと連携
し，急性期後の患者さんを受け入れ
ています．また，当院には32床の障
害者病棟もあるため，長期に入院加
療を要する進行期のパーキンソン病
患者，ギラン・バレー症候群患者，
筋萎縮性側索硬化症で人工呼吸器管
理が必要な患者さんや，蘇生後脳症
の呼吸器管理中の患者さんなども加
療しています．
　透析医療は当院最大の事業であ
り，現在105名の血液透析患者さんを
診療しています．糖尿病による腎不
全が多数を占めており，狭心症・心
筋梗塞・不整脈，閉塞性動脈硬化症
による重症下肢虚血，脳血管障害な
どの合併症が多く，これらの疾患の
発生時には近隣の専門病院に紹介，
タイアップして治療しています．以
前は下肢切断例が結構見られ，中に
は両大腿部切断例もありました．し
かし，最近ではフットケアの重要性
が認識されるとともに虚血下肢に対
する血管内治療やバイパス術が積極
的に行われるようになり，当院でも
下肢切断例はほとんど見られなくな
りました．
　一方，高齢化がすすみ，糖尿病症
例も増加しているため認知症の透析
患者さんも急増しており，その対応
が問題となっています．当院では認知
症患者さんに対してもいろいろ工夫
して抑制しないように心がけており，
個室対応も行って，現在は幸い抑制
することなく施行できております．
　戦後間もない昭和22年に外科専門
病院として始まった当院でしたが，
初代院長他界後，時代の変遷，患者
の老齢化と医療の多様化や地域ニー
ズに答えるべく，診療科の増設，拡
充を図ってきました．その結果この
33年間で血液透析を主体とする各種
疾患に対応する病院へと変化し，そ
の間に地域に開かれた透明性と継続
性のある組織に改組することが出
来，機能評価病院として認定を重ね
ることができています．院内的には
理念，基本方針，運営目標などは院
内 LANを通じスタッフに周知さ
れ，各部署の「年間目標」は年度初
めの報告，発表会，年度末の総括，
反省として一堂に会して部署毎に報
告徹底が図られています．
今後の課題
　一般，急性期，障害者施設等およ
び透析施設のケアミックス病床で病
床稼働率の維持（在院日数，在宅復
帰率，医療・看護必要度等との整合
性），医師不足，看護師不足，補助看
不足などのマンパワー不足等々と，
医療費削減の大前提をもととする国
の政策誘導のなか，近未来の短期目
標すら策定しづらくなっています．
当院のような中小病院で何ができる
のか模索する日々が続いています．
新病院が竣工する2017年は創立70周
年を迎えます．目前に控えた今年度
の目標を「飛躍への挑戦」としました．
　当院も築43年となり，老朽化狭隘
化の進展と共に，利用者の皆様に多
大なご迷惑をおかけしているため，
本年 3月より隣接地に移転改築を開
始しました．平成29年 4 月頃に竣工
予定となっております．新病院の内
容としては病床面積の拡張（ 8平米
以上），透析病床50床への増床，想定
される南海トラフ地震への耐震性向
上，リハビリ施設拡充，電子カルテ
導入などがあげられます．新病院の
完成後には，心も新たに，地域に愛
される病院としてさらに発展，飛躍
して行きたいと思っています．
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